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ビネガー･シンドローム 

― おたくは大丈夫 ? － 
 

１ 課題の理解 
・ ビネガー･シンドローム問題 
・ フィルムの構造とフィルム支持体〈ベース〉の歴史 
・ TAC（トリアセテートセルロース）フィルム劣化のメカニズム 
・ 保管条件と TAC フィルムの寿命の関係 
・ PET と TAC の識別 
 

２ 調査と計画：2 段階アプローチ 
2.1 一次調査 

・ 調査：フィルム蔵書の概要、保管条件、フィルム状態、その他 
・ 状態：A-D ストリップ（Acid Detection Strips, IPI* 開発）で劣化度測定 
・ A-D ストリップ調査方法：標本調査、調査項目、露出日数、作業内容  

2.2 一次計画 
   ・ 一次調査結果の総括 

課題の把握、VS フィルムの判別、保存ニーズ査定 
・ 一次計画：保管条件整備、包材交換、劣化抑制措置、二次調査企画等  

2.3 二次調査 
  ・ A-D２*以上フィルムの悉皆調査（フィルム巻返し時） 

・ 点検内容：画像・形状の変化・劣化（物理的劣化） 
  ・ 物理的劣化度を 3 レベルで評価     

2.4 二次計画 
・ 二次調査結果の総括 
・ 劣化フィルム（A-D レベル２*以上）対策の計画化 

 
３ まとめ 
   ・ フィルム蔵書の保存対策：調査から計画へ 

 ○コンサベーションとプリザベーション 
 
*Image Permanence Institute （米国）http://imagepermanenceinstitute.org
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